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3種類（+1種類※3）の調理モードで様々な調理方法！ ※3  芯温　オプション

スチーム
（蒸気）

ホットエアー
（熱風）

スチーム
（蒸　気）

コンビ
（蒸気＋熱風）

ホットエアー
（熱　風）

芯温（※3 オプション）
（食材中心部温度）

　スチームコンベクションオーブンは、 スチームとホットエアーの
組み合わせで、 焼く・蒸す・蒸し焼き・煮る・低温蒸し・ベーキング・
ロースティング・グリルと、 この1台で幅広いメニューができる
多機能調理器です。

和洋中レストラン、居酒屋、カフェ、カラオケ、社員寮、研修所、学生寮、保育園、幼稚園、老人ホーム、福祉施設、
ビジネスホテル、惣菜・弁当、料理学校など

確実に閉まるドアロック機構

確実にドアを密閉する機構を採用。
蒸気もれ･熱もれを防止します。

二重ガラスだから断熱性がよく、
ドア部からの熱ロスが少なく、効
率の良い加熱が出来ます。

ドアパッキンは、脱着が簡単に出
来る、はめ込み式です。

二重ガラス断熱性ドア ドアパッキンの交換が簡単

庫内の全段が見えますので調理の
実況がドアを開けなくても確認で
きます。

庫内の安全性

庫内ファンやヒーター部に手や指
などが入り込まない安全設計。

棚受け・ファンカバーの取外し、
取り付けが簡単です。庫内や付属
品洗浄がすみずみまででき、清潔
に保つことができます。

低消費電力かつ長寿命。球切れに
よる交換メンテナンスが大幅に軽
減されます。食材の調理状態確認
に最適です。

庫内付属品の取出しが簡単庫内照明にＬＥＤ採用

　操作パネルは、常時使用するボタンとそうでないボタンを区別し、上から下への手順で調理設定し
ていただくだけのシンプルデザイン。ボタンも大きくし、色別・機能マークと日本語の表記で分かり
やすくしています。

芯　温
　食材の中心部分の温度を測りながら調理する方法で、“芯温センサー”を食材
に刺して行います。
　「調理モード選択ボタン」の調理方法のいずれにも設定できます。今まで勘や
経験に頼って行っていたものを、正確に温度を測定しながら行うことにより、誰
でも同じ状態に仕上げられ、生焼けによる食中毒の予防もできます。

ホットエアー
　ホットエアー（熱風）調理は、熱風を庫内に強制的に対流させて均一
な温度で、 まんべんなく焼き上げます。
　庫内温度を60℃～250℃まで調節でき、肉類・魚類の焼物はもちろ
んグラタンやパイ・ピザ・お菓子など幅広いメニューができます。

コンビ
　コンビ調理は、「スチーム調理」と「ホットエアー調理」を組み合わせて、
それぞれの長所を生かした調理方法です。
　魚介類の料理、ローストビーフなどの肉料理やベークドポテトなどもできま
す。スチーム量を切り替えることも可能です。

スチーム
《バイオ対応》

　スチーム調理は、水を沸とうさせた水蒸気により、食材を間接的に加熱する
調理法です。水蒸気は強力な熱エネルギーをもっており、この気化熱を利用し
て加熱します。茹でる・煮るといった調理法に対して、栄養分の損失が少な
く、色や形・風味が保たれ材料の持ち味が生きます。野菜・魚介・肉・卵料理
など幅広いメニューができます。

温 度

時 間

スタート

調理
モード

OK!

扉ガラスが大きくて
庫内が見やすい

蒸す・煮る・焼く…料理の基本機能を搭載

使いやすさと安全・省エネを追求した親切設計いろいろ 【ユーザーの皆様にとって、使い勝手の良い機器であること。そのためにとても細かいところまで気配りした親切設計です】

電源ボタン

スチーム量選択ボタン
・少量
・中量
・多量

調理温度設定ボタン
→設定ダイヤルで
　数値を変更

調理時間設定ボタン
→設定ダイヤルで
　数値を変更

芯温センサー設定ボタン
　　　　　　　　　（オプション）

→設定ダイヤルで
　数値を変更

庫内冷却ボタン

スタート／取消ボタン

数値設定ダイヤル 

調理モード選択ボタン
・スチームモード
・コンビモード
・ホットエアーモード

3種類（＋1種類   ）の調理モード※3

（※3   オプション）

見やすく使いやすい大きなボタン

・様々なシーンに最適です

「スチーム」と「ホットエアー」のコンビネーションで、
あらゆる食材に適した幅広い料理方法に対応します。

操作パネルは使いやすい
大きなボタンと日本語を採用

機能マークと大きな文字を表記し
たボタンを採用。手順は、上から
下へ順に操作するシンプルレイア
ウトです。

小さくするために大きなテクノロジーを
詰め込みました スチーム量・加熱温度・時間・（芯温 ※3）はすべて「設定ダイヤル」1つで設定します。

初めての方や、 パート・アルバイトの方にもすぐお使いいただけ、 調理のマニュアル化がはかれます。

誰でも素早くラクラク操作


